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油中水分計原理説明　（基礎）

弊社水分計は、誘電率（静電容量）測定を応用し水分を検出しています。

誘電体（絶縁物、半導体）は、その分子構造により電気を蓄える能力を持っています。

つまり、コンデンサーのような働きをします。
物質によってそれぞれ分子構造が異なりますが、それに応じて蓄えられる電気の量も違ってきます。
油や水など物質による電荷の差を捉えて弊社水分計は水分値に換算しています。（誘電率表参照）
実際の現場ではパイプライン型などクライアントの要望に沿った形状のものを使用しますが、ここではシンプ
ルに平行平板の電極（センサ 下図）で説明します。
２枚の電極（検出－アース）間のコンデンサ量を求めると考えてください。
測定方法は、次のようになっています。

検出電極からアース電極に一定の微小交流電圧を加えています。

・・・では、本題の油中水分計について説明していきます。

誘電率測定について
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検出電極からアース電極に一定の微小交流電圧を加えてい
ます。

この値を静電容量値に換算しています。

測定物が検出・アース間に入ると、一定の交流電圧をかけ
ようとする力が働き、検出・アース間を流れる電流値が異な
ってきます。

【測定物が入ることにより、静電容量値は増加します】

http://www.yei-jp.com/product/moisture/om13/om13.html
http://www.yei-jp.com/tech-infor/dielectric/dielectric.html
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